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EMCサイトとは 多摩テクノプラザのEMCサイトの強み

中小企業へ与えるメリットとは

　EMCとは、Electro Magnetic Compatibilityの略で、電
磁波によって他の機器に影響を与えないこと、誤作動しな
いことを指します。EMCサイトは、電子機器から発生した不
要な電波の測定、妨害電波による誤作動の検証などを行い、
規格適合確認試験を行う施設です。
　近年のグローバル化の進展により、海外進出を視野に入
れる中小企業が増えており、輸出国に合わせた国際的な試
験結果を求めるケースが多くなっています。特にヨーロッ
パへ輸出する場合は、CEマーキングの試験が不可欠です。
このほど認定を取得したISO/IEC17025とは、試験・校正業
務の品質マネジメントシステムを確立し、試験・校正結果の
国際的な互換性を実現するための国際規格です。この認定
を受けた試験所で試験を受けた企業は、輸出先で再度試験
を受ける必要がなく、また高い信頼性という価値を製品に
付けることができますので、特に中小企業にとっては大き
なメリットとなります。今回の認定範囲は、10m法電波暗室
（図1）で実施する情報通信技術装置のエミッション試験と
なります。また、認定を受けた海外規格の試験では、英文の
試験成績書の発行を予定しています。
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図１　今回試験所認定の対象となった10ｍ法電波暗室

図2　VLAC認定証

製品開発支援ラボ
（機械系）

製品開発支援ラボ（電気系）

　多摩テクノプラザのEMCサイトが、2月27日に株式会社電磁環境試験所認定センター（VLAC）よりISO/IEC17025
試験所認定を受けました。EMC分野での認定取得は公設試験研究機関では初めてのことです。今回は、この認定によ
りさらに一歩進んだサービスを提供できるようになったEMCサイトについてご紹介します。

電子・機械グループ　<多摩テクノプラザ>　
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　あらゆる電子・情報通信・制御機器に使用される電子回路・実装技
術や将来に渡り広く普及されるラージエレクトロニクス（プリン
テッドエレクトロニクス、ストレッチャブルエレクトロニクス等）
の設計から製造、信頼性確保、流通に至る製品展示により技術情報
の提供・提案を図り、併せて電子回路業界全体の発展を目指す展示
会です。都産技研からは、情報技術グループが出展し、同時開催のア
カデミックプラザにて研究員の講演も予定しています。ご来場をお
待ちしています。

平成25年6月5日（水）～7日（金）10:00～17:00

●会　場 東京ビッグサイト　（東京都江東区有明3-10-1）
●入場料 1,000円（税込）
　　　　　招待券持参者およびインターネットでの事前登録者は無料
●展示内容（予定） 
①都産技研の事業紹介、本部紹介
②都産技研の技術開発
　・「素子のバラツキを補正したFPGA向けタイミング検証手法」　
　 （情報技術グループ）
●ホームページ
　http://www.jpcashow.com/show2013/index.php

2013マイクロエレクトロニクスショー
（第27回最先端実装技術・パッケージング展）

　多摩テクノプラザのEMCサイトでは、3つの電波暗室と2
つのシールドルームを備えています。異なった複数の電気・電
子機器が同じ電磁的環境に混在しているとき、お互いに悪影
響を及ぼさずに正常な動作を行えるようにしなくてはなりま
せんが、そのためには、2種類の異なる問題－エミッション
（Emission）とイミュニティ（ImmunityまたはSusceptibility）
に対処する必要があります。EMCサイトでは、いずれの試験
に対してもサポートしていることが強みです。
　また、10m法電波暗室のターンテーブルは、4tの耐荷重を
備えていますので、大型の工業用製品や医療機器、自動車など
の試験も行うことができます。

　ISO/IEC17025試験所認定（図2）を受けたことによって、
この施設を利用される中小企業にどのようなメリットを与
えられるのでしょうか。実際にEMCサイトを利用されたお客
さまにお尋ねしたところ、「以前はプレ試験も最後の試験も
外部に出していたため、コスト面に課題がありました。多摩
テクノプラザなら一貫して行え、スピーディーかつコストも
安価に抑えられるので、メリットは大きいです」とのお言葉
をいただきました。
　多摩テクノプラザのEMCサイ
トでは、試作・開発以前の段階から
の設計支援も行っています。また、
試験がうまくいかない場合でもス
タッフがアドバイスしますので、
スピード・コスト・クオリティの面
で、中小企業の皆さまに貢献でき
るのではないかと思います。

　産業交流展2013は、首都圏の個性あふれる中小企業の優れた製
品や技術を一堂に展示する、国内最大級の見本市です。
　今回で16回目を迎えるこの展示会では、販路開拓や企業間連携
の実現に向けた情報収集・交換の場を求めている元気な中小企業
の皆さまの出展を募集しています。
　開催概要
●開催期間
　平成25年10月30日（水）～11月1日（金）
●会　　場
　東京ビッグサイト西1･2ホール
●主　　催
　産業交流展2013実行委員会（東京都、都産技研など）
●特別企画
　基調講演／特別講演などのステージイベント、出展者交流などの
　企画を予定
●同時開催
　東京都ベンチャー技術大賞表彰式、東京都経営革新優秀賞表彰式
　ほか
　出展募集概要
●募集期間
　6月3日（月）～7月31日（水）
●対　　象
　首都圏（東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県）に事業所を有し、以下
　のいずれかの分野に属する中小企業・団体など
　① 情報　② 環境　③ 医療・福祉　④ 機械・金属
●出 展 料
　52,500円／1小間（約9㎡）
●お申し込み・お問い合わせ先
　産業交流展2013運営事務局　　TEL 03-3503-7320
　http://www.sangyo-koryuten.jp/

EMCサイト10m法電波暗室が
ISO/IEC17025試験所認定を取得

　都産技研では、製品や技術の開発を行う企業、新規創業を目指す企
業などを支援し、中小企業の活性化に寄与するために、24時間利用
できる製品開発支援ラボを設置しています。このたび、本部の機械系
ラボと電気系ラボ各1室の入居者を募集します。

●募集の概要 　
【本部製品開発支援ラボ306 （機械系） 】
　面積：67.46ｍ2 　月額利用料：170,600円(賃料・共益費含)
　電気：三相200Ｖ・75Ａ/100Ｖ・75Ａ
　床耐荷重：500kg/ｍ2　天井高さ：2.5m以上　　　
【本部製品開発支援ラボ316 （電気系） 】
　面積：37.51ｍ2    月額利用料：94,800円   (賃料・共益費含)
   電気：三相200Ｖ・50Ａ/100Ｖ・50Ａ
　床耐荷重：500kg/ｍ2　天井高さ：2.5m以上 　

　※その他ラボの水道光熱費は実費負担
　※固定電話・インターネット環境は入居者個別対応
　
　　・所在地：江東区青海2-4-10　3階
　　・応募締切： 平成25年6月19日（水） 
　　・入居者選定審査会：平成25年6月26日（木）
　　・入居日：平成25年10月1日以降
　　・入居期間：3年以内

　
●入居要件
　新製品・新技術の開発を予定しているもの
　（開発内容は安全が確保できるものに限ります）
　①都内の中小企業者
　②創業を予定している個人
　③都産技研と共同研究などを実施
　　または予定している企業、団体、大学等 
　詳細は都産技研ホームページ「製品開発支援ラボ」をご覧ください。
　http://www.iri-tokyo.jp/seihin/lab/

●募集についてのお問い合わせ先　
　技術経営支援室　製品開発支援ラボマネージャー室　伊瀬・川原　
　TEL 03-5530-2315（直通）
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